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(57)【要約】
クロック信号（４６）を２、３、４、または６の増分で
分周するように構成される純単相論理クロック分周器（
２０）が提供される。純単相論理クロック分周器（２０
）がスタティック論理の代わりに純単相論理基づいたた
め、純単相論理クロック分周器（２０）は、スタティッ
ク論理ゲートに基づいたクロック分周器によって確実に
分周されることができないクロック信号（４６）を確実
に分周することが可能である。また、２．５ＧＨｚと４
ＧＨｚの間の周波数を有する入力信号（４６）を受信し
そして入力信号の周波数のおおよそ３分の１の周波数を
有する出力信号（５４）を作る方法も提供される。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第一クロック分周回路を含み、
　前記第一クロック分周回路は
　前記第一クロック分周回路の第一入力に接続する第一トランジスタと、
　前記第一トランジスタに並列に接続する第二トランジスタと、
　前記第一入力に接続しそして前記第一トランジスタおよび第二トランジスタに直列に接
続する第三トランジスタと、
　前記第三トランジスタに直列に接続しそして前記第一クロック分周回路の第二入力に接
続する第四トランジスタとを含む
　ことを特徴とするクロック分周器。
【請求項２】
　前記第一クロック分周回路は前記第一および第二トランジスタに接続するとともにクロ
ック信号を受信するように構成する第五トランジスタを含むことを特徴とする請求項１記
載のクロック分周器。
【請求項３】
　前記第一クロック分周回路に接続するとともに前記第一クロック分周回路と実質上同様
に構成する第二クロック分周回路を含むことを特徴とする請求項１記載のクロック分周器
。
【請求項４】
　前記第二クロック分周回路の出力が前記第一クロック分周回路の前記第一入力に接続さ
れることを特徴とする請求項３記載のクロック分周器。
【請求項５】
　前記第一クロック分周回路の出力がインバータに接続されそして前記インバータが前記
第二クロック分周回路の第一入力に接続されることを特徴とする請求項３記載のクロック
分周器。
【請求項６】
　４ＧＨｚより少なくまたは等しい周波数を有する入力信号を受信し、そして
　前記入力信号の前記周波数のおおよそ３分の１の周波数を有する出力信号を作るように
構成する
　ことを特徴とする電気装置。
【請求項７】
　前記入力信号はクロック信号を含むことを特徴とする請求項６記載の電気装置。
【請求項８】
　前記入力信号の前記周波数のおおよそ６分の１の周波数を有する出力信号を生成するよ
うに構成される
　ことを特徴とする請求項６記載の電気装置。
【請求項９】
　２ＧＨｚより大きい周波数を有する入力信号を受信するように前記電気装置が構成され
る
　ことを特徴とする請求項６記載の電気装置。
【請求項１０】
　３ＧＨｚより大きい周波数を有する入力信号を受信するように前記電気装置が構成され
る
　ことを特徴とする請求項６記載の電気装置。
【請求項１１】
　入力信号の周波数をおおよそ３分の１で等分するように構成し、
　純単相論理およびスタティックインバータを実質的に含む
　ことを特徴とするクロック分周回路。
【請求項１２】
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　前記純単相論理は直列の第二の２個のトランジスタに接続する並列の第一の２個のトラ
ンジスタを含むことを特徴とする請求項１１記載のクロック分周回路。
【請求項１３】
　前記純単相論理は論理状態を示す電荷を格納する金属酸化物半導体電界効果トランジス
タの静電容量入力を用いる論理ゲートを含む特徴とする請求項１１記載のクロック分周回
路。
【請求項１４】
　２．５ＧＨｚと４ＧＨｚの間の周波数を有する入力信号を受信し、そして
　前記入力信号の前記周波数のおおよそ３分の１の周波数を有する出力信号を生成する
　ことを特徴とする方法。
【請求項１５】
　前記入力信号の前記周波数のおおよそ６分の１の周波数を有する出力信号を生成する
　ことを特徴とする請求項１４記載の方法。
【請求項１６】
　３ＧＨｚより大きい周波数を有する入力信号を受信する
　ことを特徴とする請求項１４記載の方法。
【請求項１７】
　２．５ＧＨｚより大きい周波数を有する第一クロック信号を生成するように構成するシ
ステムクロック、と
　前記第一クロック信号の前記周波数のおおよそ３分の１の周波数を有する第二クロック
信号を生成するように構成するクロック分周期からなる構成要素と、
　を含むことを特徴とするシステム。
【請求項１８】
　前記第一クロック信号の前記周波数のおおよそ２分の１、３分の１、４分の１、または
６分の１の周波数を有する第二クロック信号を生成するように前記構成要素が構成される
ことを特徴とする請求項１７記載のシステム。
【請求項１９】
　３ＧＨｚより大きい第一クロック信号を生成するように前記システムクロックが構成さ
れることを特徴とする請求項１７記載のシステム。
【請求項２０】
　前記構成要素はメモリ装置を含むことを特徴とする請求項１７記載のシステム。
【請求項２１】
　前記構成要素はメモリ制御装置を含むことを特徴とする請求項１７記載のシステム。
【請求項２２】
　前記構成要素は中央演算装置を含むことを特徴とする請求項１７記載のシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
[関連出願への相互参照]
　以下の共通的に所有された出願と特許は全ての目的のために参照として取り込まれる。
平行して出願された米国特許出願番号１１／１８３、９４７発明の名称「超高速システム
に対する有効なクロック構成」リンシェンジによる。
【０００２】
[技術分野]
　本発明は一般的に集積回路そして、特に、純単相（ｔｒｕｅ ｓｉｎｇｌｅ ｐｈａｓｅ
）論理を用いるクロック分周器に関する。
【背景技術】
【０００３】
　次に述べられおよび／または請求されるように、この節は本発明の各種の形態に関連さ
れる可能性がある技術の各種の形態を読者に紹介するつもりである。この議論は本発明の
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複数の形態のよりよい理解を促進するための背景情報を読者に提供するのに有用であると
信じられる。従って、この見方でこれらの記述が読まれるべきであると理解されたく、そ
して従来技術の承認ではない。
【０００４】
　装置、回路ボード、または集積回路にわたって動作を同期するためにクロッキング（ｃ
ｌｏｃｋｉｎｇ）回路がさまざまなデジタル回路及び装置に用いられる。しかしながら、
さまざまな理由のために、単一クロック（ｓｉｎｇｌｅ　ｃｌｏｃｋ）周波数はしばしば
複雑なコンピュータまたは他の電子装置内のすべての装置または回路に十分に対応してい
ない。この理由のため、多くのコンピュータまたはデジタル装置は異なる周波数の多数の
クロック信号を用いる。例えば、幾つかのコンピュータにおいて、中央演算部が第一クロ
ック周波数における第一クロック信号によってクロッキングされながら（ｃｌｏｃｋｅｄ
）、メモリが第二の異なるクロック周波数における第二クロック信号によってクロッキン
グされる。多数のクロックを用いるより、ほとんどのシステムは中央演算部のために用い
られる典型的なクロック信号である単一基本（ｓｉｎｇｌｅ　ｂａｓｅ）クロック周波数
から代わりのクロック周波数を引き出す。クロック分周器（ｄｉｖｉｄｅｒ）を実現する
ことはこの引き出しの実施のための一つ技術を提供する。
【０００５】
　ほとんどの人が承知しているように、過去の数年にわたってコンピュータおよびコンピ
ュータ関連技術は計算能力および複雑度において確実に増加している。コンピュータの計
算能力を増加するための一つの大衆的な技術はコンピュータ内部の中央演算部のクロック
速度を増加することである。例えば、多くの中央演算装置は現在２から４ＧＨｚまたはそ
れ以上のクロック速度で動作している。しかしながら、ほとんどの従来クロック分周器は
この周波数範囲内のクロック信号を分周（又は等分：ｄｉｖｉｄｅ）するために適してい
ない。なぜならば、ほとんどの従来クロック分周器は２ＧＨｚ（ギガヘルツ）以上のクロ
ック信号の周期（つまり、１／周波数）より遅い内部論理ゲート遅延とセットアップ時間
を有するスタティック論理（ｓｔａｔｉｃ　ｌｏｇｉｃ）ゲートおよびフリップフロップ
を用いているからである。言い換えれば、従来、スタティック論理ベースクロック分周器
は２ＧＨｚ以上の周波数を有するクロック信号を正確に分周するのにしばしば遅すぎる。
【０００６】
　本発明の実施例は上記記載の一つまたはそれ以上の問題に取り込む。
【発明の開示】
【０００７】
　独創的に請求した発明の範囲と対応するいくつかの態様が以下に記載される。本発明が
取るべき確かな形態の簡潔な要約を読者に単に提供するためにこれらの態様が示されてお
りそしてこれらの態様は本発明の範囲を限定する意図がないと理解されたい。確かに、本
発明は以下に記載されていないさまざまな態様を達成することは可能である。
【０００８】
　クロック信号を２、３、４、または６の増分で分周（または等分）するように構成され
る純単相（ｔｒｕｅ　ｓｉｎｇｌｅ　ｐｈａｓｅ）論理クロック分周器が提供される。純
単相論理クロック分周器がスタティック論理の代わりに純単相論理基づいたため、スタテ
ィック論理ゲートに基づいたクロック分周器によって確かに分周されることができないク
ロック信号を確かに分周することが可能である。また、２．５ＧＨｚと４ＧＨｚの間の周
波数を有する入力信号を受信しそして入力信号の周波数のおおよそ３分の１の周波数を有
する出力信号を作る方法も提供される。
　本発明の利点は関連する図と本発明の記述を読むことによって明らかになる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　本発明の一つまたはそれ以上の特定の実施例が以下に述べられる。これの実施例の簡明
な記述を提供するための努力において、現実の実装の全ての特徴がこの明細書内に述べら
れていない。そのような現実の実装の開発において、すべての技術または設計プロジェク
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トにおいてのように、開発者の特定ゴール例えばシステム関連またビジネス関連制約の遵
守を達成するために多数の実装特定の決定がなされるべきであり、これは一つの実装から
他には変化するということは理解されたい。さらに、そのような開発努力は複雑でそして
時間を消費するが、しかしそれにもかかわらずこの開示の利益を享受する当業者にとって
設計、製造、および生産のための通常の手順であると理解されたい。
【００１０】
　上述のように、クロック信号の周波数を分周するために従来クロック分周器はスタティ
ック論理ゲートおよびフリップフロップを用いる。スタティック論理ゲートは両方のｐ型
（ＰＭＯＳ）およびｎ型（ＮＭＯＳ）金属酸化物半導体電界効果トランジスタ（“ＭＯＳ
ＦＥＴ”）を含む相補型金属酸化物半導体（“ＣＭＯＳ”）基本回路を用いる。時間経過
に関係なく入力の論理的関数の出力を常に作り出すようにこれらのスタティックゲートが
設計される。しかしながら、ほとんどのスタティック論理ゲートおよびフリップフロップ
は５００ピコ秒（“ｐｓ”）またはそれ以上のセットアップおよび遅延時間を有する。不
都合なことに、多くの最新中央プロセッサ部は５００ｐｓ以下の周期を有するクロック周
波数で動作する。この理由のため、従来スタティック論理ベースクロック分周器は最新コ
ンピュータ内のクロック信号を分周するのにしばしば遅すぎる。この不都合を克服するた
めに本技術の実施例はダイナミック（ｄｙｎａｍｉｃ）論理を用いてクロック分周器を提
供する。
【００１１】
　一方、ダイナミック論理はより低い遅延時間を有する。なぜならば、ダイナミック論理
は主としてＮＭＯＳ　ＭＯＳＦＥＴを用いておりそして論理を評価するためにプリチャー
ジ（ｐｒｅｃｈａｒｇｅ）を用いる。さらに、スタティック論理フリップフロップと違っ
て、ダイナミック論理フリップフロップは二相クロックの代わりに単相クロックのみを用
いる。一種のダイナミック論理はまた純単相論理（“Ｔｒｕｅ　Ｓｉｎｇｌｅ　Ｐｈａｓ
ｅ　Ｌｏｇｉｃ：ＴＳＰＬ”）として参照されている。ＴＳＰＬベース論理回路、論理ゲ
ート、およびフリップフロップは５００ｐｓをはるかに下回っている遅延時間を有する。
本発明の実施例はクロック信号を２、３、４、または６の増分で分周するように構成可能
なＴＳＰＬベースクロック分周器を含む。
【００１２】
　まず図１に戻ると、純単相論理クロック分周器を用いる例示的なシステムのブロック図
が図解されそして一般に参照番号１０によって示される。システム１０は一つまたはそれ
以上の中央演算部（“ＣＰＵ”）１２を含む。ＣＰＵ１２は個別的にまた他のＣＰＵとの
組み合わせで用いられる。ＣＰＵ１２が主に単独で参照されているが、物理的なまたは論
理的なＣＰＵ１２のどんな数を有するシステム１０でも実装可能であることは当業者によ
って明らかであることが理解されたい。適切なＣＰＵ１２の例はインテルペンティアム４
プロセッサおよびＡＭＤアースロン（Ａｔｈｌｏｎ）プロセッサを含む。
【００１３】
　チップセット１４はＣＰＵ１２に接続可能である。他の機能の中に、チップセット１４
はＣＰＵ１２とシステム１０の他の構成要素間の信号のための通信経路を提供する。これ
らの構成要素はメモリ制御装置１８、Ｉ／Ｏバス２４、そしてディスクドライブ制御装置
２６を含む。チップセット１４はまたシステムクロック１６を含む。当業者に知られてい
るように、システムクロック１６は他のクロッキング（ｃｌｏｃｋｉｎｇ）回路の多くの
内のいずれの一つを含んでも良い。チップセット１４はシステムクロック１６によって生
成されるクロック信号４６（図２を参照）をプロセッサ１２、メモリ制御装置１８、Ｉ／
Ｏバス２４、ディスクドライブ制御装置１６、そしてシステム１０のすべての他の適切な
構成要素に転送する。一つの実施例において、クロック信号４６がシステム１０の構成要
素と同期するためにシステム１０によって用いられる。しかしながら、システムの強調さ
れる特質を変えずにシステム１０の信号のルートが容易に調整されることが可能であるこ
とは当業者であれば理解することであろう。
【００１４】
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　上述のように、メモリ制御装置１８がチップセット１４およびシステムクロック１６に
接続される。代替の実施例において、メモリ制御装置１８がチップセット１４内に統合さ
れる。図１に示されている実施例において、メモリ制御装置１８はクロック１６からクロ
ック信号４６を受信しそして、メモリ装置２２のために一つまたはそれ以上のより低い周
波数クロック信号を作り出すためにクロック信号４６を適切に分周する純単相論理クロッ
ク分周器２０を含む。メモリ制御装置１８内部に描かれているクロック分周器２０は例示
的な目的のためだけであることは当業者であれば理解することであろう。代替の実施例に
おいて、クロック分周器２０がＩ／Ｏバス２４、ディスクドライブ制御装置１６、または
メモリ制御装置１８などのシステム１０のいずれの適切な構成要素内部にも用いられるこ
とができる。メモリ装置２２は、シングル　インライン　メモリモジュール（ ＳＩＭＭ
）、デュアル　インライン　メモリモジュール（ＤＩＭＭ）、またはダブル　データ　レ
ート　メモリ（Ｄｏｕｂｌｅ　Ｄａｔａ　Ｒａｔｅ：“ＤＤＲ”）装置の多くの標準メモ
リ種類のいずれかの一つを含むがこれらに限定されない。
【００１５】
　チップセット１４がまたＩ／Ｏバス２４に接続される。Ｉ／Ｏバス２４がＩ／Ｏ装置３
０，３２および３４からの信号のための通信経路として使える。Ｉ／Ｏ装置３０，３２お
よび３４はマウス３０、ビデオ表示装置３２、またはキーボード３４を含む。Ｉ／Ｏバス
２４は多くの通信プロトコルのいずれかの一つを用いてＩ／Ｏ装置３０，３２および３４
との通信を行う。代替の実施例において、Ｉ／Ｏバス２４がチップセット１４内に統合さ
れる。
【００１６】
　ディスクドライブ制御装置１６がまたチップセット１４に接続される。ディスクドライ
ブ制御装置１６がチップセット１４と一つまたはそれ以上の内部ディスクドライブ２８間
の通信経路として使える。ディスクドライブ制御装置１６および内部ディスクドライブ２
８はいずれかの適切な種類の通信プロトコルを仮想的に用いてそれぞれとまたはチップセ
ットとの通信を行う。
【００１７】
　図１と関連して述べられているシステム１０はクロック分周器２０を用いるシステムの
単なる一つの例であることを注意することが大事である。携帯電話やデジタルカメラなど
の代替の実施例において、構成要素が図１に示されている実施例とは異なることがある。
【００１８】
　図２は本発明の実施例に従う例示的なクロック分周器２０を説明する図である。以下に
述べられるように、クロック信号４６を２、３、４、または６で分周するようにクロック
分周器２０は構成可能である。言い換えれば、クロック信号４６の１／２、１／３、１／
４、または１／６の周波数を有する出力信号を出力するようにクロック分周器２０は構成
可能である。図２に示されていないが、代替の実施例において、２、３、４、および６の
いずれかの倍数（つまり、９、１２、１８など）ででもクロック信号４６を分周するよう
にクロック分周器２０が構成されることができることは当業者であれば理解することであ
ろう。
【００１９】
　図解されるように、クロック分周器２０は、３または６分周回路４０および２または４
分周回路４２を含む。以下にさらに述べられるように、３または６のどちらかでクロック
信号４６を分周するように３または６分周回路４０が構成され、２または４のどちらかで
クロック信号４６を分周するように２または４分周回路４２が構成される。一つの３また
は６分周回路４０および一つの２または４分周回路４２の形でクロック分周器２０が示さ
れているのは図解目的のためだけであることは当業者であれば理解することであろう。代
替の実施例において、クロック分周器２０は複数の３または６分周回路４０または複数の
２または４分周回路４２を含む。さらに、この明細書中に述べられるように、述べられた
数よりも異なり数でクロック信号４６を分周するように回路を作り出すために３または６
分周回路４０および２または４分周回路４２の構成要素が再構成されまた複製される。
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【００２０】
　クロック分周器２０はクロック信号４６、リセット信号４８、６分周フラッグ５０また
は４分周フラッグ５２を受信する。クロック信号４６はシステムクロック１６（図１に示
される）によって生成されるクロック信号または他のクロック分周器２０によって生成さ
れる出力（以下に示される）を含む。リセット信号４８はクロックを停止することがなく
クロック分周器２０をリセットする仕組みを提供することは当業者であれば理解すること
であろう。一つの実施例において、リセット信号４８がロー電圧レベル（“ｌｏｗ”）か
らハイ電圧レベル（“ｈｉｇｈ”）に変化するときにクロック分周器２０はリセットする
。
【００２１】
　図示されているクロック分周器２０はまた６分周フラッグ５０または４分周フラッグ５
２を受信する。一つの実施例において、６分周フラッグ５０はクロック分周器２０がクロ
ック信号を３または６で分周すべきかどうかを示すデジタル信号である。特に、６分周フ
ラッグがハイであれば、３よりも６でクロック信号を分周するようにクロック分周器２０
が構成され、６分周フラッグがローであれば、６よりも３でクロック信号を分周するよう
にクロック分周器２０が構成される。同様に、４分周フラッグ５２はクロック分周器２０
がクロック信号を２または４で分周すべきかどうかを示す。
【００２２】
　クロック分周器２０は３または６分周出力５４または２または４分周出力５６のどちら
かを通じて分周されたクロック信号を出力する。特に、３または６のどちらかで分周され
たクロック信号４６が３または６分周出力５４を通じてクロック分周器２０から転送され
、２または４のどちらかで分周されたクロック信号４６が２または４分周出力５６を通じ
てクロック分周器２０から転送される。代替の実施例において、４または６のどちらかで
クロック信号４６の分周を示す単一入力に６分周フラッグ５０および４分周フラッグ５２
がまとめられる。さらに、他の代替の実施例において、クロック分周器２０はクロック分
周をいずれかの適切な分周に置換したものを転送する単一出力を含む。この実施例におい
て、どの周波数（つまり、１／２、１／３、１／６など）の出力がクロック分周器２０の
外部へ転送されるべきかを示す一つまたはそれ以上の付加論理信号が用いられてもよい。
【００２３】
　より詳細に３または６分周回路４０に戻ると、３または６分周回路４０は３分周回路５
８を含む。その名前が示すよう、クロック信号４６の周波数を３で分周してクロック信号
４６の周波数の１／３を有する出力信号６１を作り出すように３分周回路５８が構成され
る。３分周回路５８は、図４に関連してより詳しく述べられる二つの部分３分周回路５９
ａおよび５９ｂからなる。示されるように、部分３分周回路５９ａおよび５９ｂの各々は
クロック入力およびリセット（Ｒ）入力を有する。それぞれの部分３分周回路５９ａおよ
び５９ｂがそれぞれの入力Ｄ１およびＤ１を通じて接続されそしてそれらのそれぞれの出
力が図２および４においてクロックアウト“ｃｌｏｃｋｏｕｔ”として示される。特に、
部分３分周回路５９ａ上の入力Ｄ１が部分３分周回路５９ｂのクロックアウトに接続され
、部分３分周回路５９ｂ上の入力Ｄ２が部分３分周回路５９ａのクロックアウト出力に接
続され、そして部分３分周回路５９ｂ上の入力Ｄ２が部分３分周回路５９ｂのクロックア
ウト出力に接続される。部分３分周回路５９ｂの入力Ｄ１は部分３分周回路５９ａからの
クロックアウト出力がインバータ６０によって反転されたものに接続される。この反転さ
れた信号はＣＬＫ３信号として示される３分周回路５８からの出力信号を含む。上述のよ
うに、出力信号６１（ＣＬＫ３）は入力クロック信号のおおよそ１／３の周波数を有する
ことになる。以下にさらに詳しくされるように出力信号６１がＮＡＮＤゲート７０に転送
される。
【００２４】
　図２に示されるように、部分３分周回路５９ｂからのクロックアウト信号および６分周
フラッグ５０がＮＡＮＤゲート６２に接続され、２分周回路６４ａへのＣＬＫ入力を提供
する。クロック信号４６をさらに分周してクロック信号４６のおおよそ１／６の周波数を
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有するＣＬＫ６出力信号６７を作り出すように２分周回路６４ａが構成される。２分周回
路６４ａの動作が図３と関連してより詳しく説明される。３または６分周回路４０はまた
インバータ６６および６８ととともにＮＡＮＤゲート７０、７２および７４を含む。イン
バータ６６および６８そしてＮＡＮＤゲート７０、７２および７４は３分周回路５８およ
び２分周回路６４ａから入力信号を受信し、そして６分周フラッグ５０の状態しだいでク
ロック信号４６の周波数の１／３または１／６のどちらかの周波数を示すクロック信号を
（３または６分周出力において）生成する。インバータ６６および６８そしてＮＡＮＤゲ
ート７０、７２および７４は、６分周フラッグ５０の状態に基づいて出力を選択するため
に適切な組み合わせ論理の単なる一つの実施例であることは当業者であれば理解すること
であろう。代替の実施例において、異なる組み合わせ論理構成が用いられることになる。
例えば、一つの代替の実施例において、２分周回路６４ａの出力が３分周回路５８への入
力として用いられ、クロック信号４６の周波数の１／６である周波数を生成する。
【００２５】
　２または４分周回路４２は２分周回路６４ｂおよび２分周回路６４ｃを含み、入ってく
るクロック信号（ＣＬＫ）の周波数を２で分周するようにこれらの各々回路が構成される
。一つの実施例において、２分周回路６４ｂおよび６４ｃは上述の３分周回路４０に関連
する２分周回路６４ａとは同一である。示されるように、２分周回路６４ｂがクロック信
号入力４６に接続される。このように、クロック信号４６の周波数を２で分周するように
２分周回路６４ｂが構成される。２分周回路６４ｂからの出力が次にインバータ７６およ
び７８そしてＮＡＮＤゲート７９を通じて２分周回路６４ｃに接続され、２分周回路６４
ｂからの出力を２で分周してクロック信号４６の周波数の１／４である周波数を有するク
ロック信号を作り出す。２または４分周回路４２はまたインバータ８０および８２ととも
にＮＡＮＤゲート８４、８６、および８８を含む。２分周回路６４ｂおよび２分周回路６
４ｃからの出力を受信するようにインバータ８０および８２そしてＮＡＮＤゲート８４、
８６、および８８が構成され、そしてクロック信号４６の周波数の１／２また１／４のど
ちらかの周波数を有するクロック信号を２または４分周出力５６上に出力する。インバー
タ８０および８２そしてＮＡＮＤゲート８４、８６および８８は、４分周フラッグ５２の
状態に基づいて出力を選択するために適切な組み合わせ論理の単なる一つの実施例である
ことは当業者であれば理解することであろう。代替の実施例において、異なる組み合わせ
論理が用いられることになる。
【００２６】
　図３は本発明の実施例に従う２分周回路６４ａ、６４ｂ、および６４ｃの回路図である
。図３に示される２分周回路６４ａ、６４ｂ、および６４ｃは上述の機能を実行するよう
に構成される回路の単なる一つの実施例であることは当業者であれば理解することであろ
う。代替の実施例において、２分周回路６４ａ、６４ｂ、および６４ｃの以下に述べられ
る幾つかの構成要素が再配置されまたはまったく欠けたり、そして示されていない構成要
素が存在したりすることになる。２分周回路６４ａ、６４ｂ、および６４ｃはＲ、ＣＬＫ
、およびＤとして図３に示される複数の入力を含む。一つの実施例において、入力Ｒは図
２に関して上述したリセット信号４８を伝達する。入力ＣＬＫはクロック信号を伝達する
。図２に示される実施例において、入力ＣＬＫはクロック信号４６またはクロック信号４
６の周波数の１／３または１／２のどちらかの周波数を有するクロック信号を受信する。
最後に、図２に示される通り、当業者であれば理解されるように、入力Ｄが２分周回路６
４ａ、６４ｂ、および６４ｃのクロックアウトに接続され、帰還機構を作り出す。
【００２７】
　２分周回路６４ａ、６４ｂ、および６４ｃはＭＰＳ１、Ｍ０、Ｍ１、Ｍ２、Ｍ３、Ｍ４
、Ｍ５、Ｍ６、Ｍ７、Ｍ８、Ｍ９、およびＭ１０の複数のトランジスタを含む。示される
よう、トランジスタＭＰＳ１およびＭ０～Ｍ１０が電源供給ＶＣＣ、接地ソース、そして
インバータ９０、９１、および９２に接続されることは当業者であれば理解することであ
ろう。一つの実施例において、インバータ９１および９２がクロックアウト出力を格納す
るために使用される（図３を参照）。２分周回路６４ａ、６４ｂ、および６４ｃは入力Ｃ
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ＬＫの周波数の半分である周波数を示すクロックアウト出力信号を作り出す。さらに、ト
ランジスタＭＰＳ１およびＭ０～Ｍ１０がＴＰＳＬ論理として構成されるため、２分周回
路６４ａ、６４ｂ、および６４ｃは少なくとも４ＧＨｚまでそして４ＧＨｚを含むクロッ
ク周波数において機能することが可能である。インバータ９０、９１、および９２はクロ
ック信号４８のおおよそ半分の速度で動作するためインバータ９０、９１、および９２は
クロック信号４８が２ＧＨｚ以上のクロック周波数で機能することを可能にすることは当
業者であれば理解することであろう。このように、インバータ９０、９１、および９２は
ＴＰＳＬ構成要素ではなくてもインバータ９０、９１、および９２は２分周回路の性能を
損なわない。
【００２８】
　図４は本発明の実施例に従う的な部分３分周回路５９ａおよび５９ｂを示す回路図であ
る。簡潔のため、図３に関連する上述のそれらの特徴を示すために同様の参照符号が使わ
れる。上述のように、図２に示されるように、クロック信号４８の周波数の１または３の
周波数を有するクロック信号を含むＣＬＫ３出力６１を作り出すために部分３分周回路５
９ａおよび５９ｂが一緒に接続されることができる。
【００２９】
　図示されるように、部分３分周回路５９ａおよび５９ｂは２分周回路６４ａ、６４ｂ、
および６４ｃに存在しない二つの付加トランジスタを含む。特に、部分３分周回路５９ａ
および５９ｂはトランジスタＭ１１およびトランジスタＭ１２を含む。示されるように、
トランジスタＭ１１がトランジスタＭＰＳ１およびトランジスタＭ１の間のトランジスタ
Ｍ０に並列に接続される。トランジスタＭ１２がトランジスタＭ１と接地の間に直列に接
続される。そのうえ、トランジスタＭ１２のゲートが図２に関連する上述の入力Ｄ２に接
続される。一つの実施例において、トランジスタＭ０およびＭ１１はｐ型トランジスタを
含み、そしてトランジスタＭ１およびＭ１２はｎ型トランジスタを含む。
【００３０】
　図示されるように、３分周回路を作るために従来用いられるスタティック論理ゲートを
置き換えるためにトランジスタＭ０、Ｍ１、Ｍ１１、およびＭ１２が構成されることは当
業者であれば理解することであろう。特に、一つの実施例において、下記の表の真理値表
に従う部分３分周回路５９ａおよび５９ｂが出力を生じるようトランジスタＭ０、Ｍ１、
Ｍ１１、およびＭ１２が構成される。
【００３１】
【表１】

　ここで、Ｄ１は部分３分周回路５９ａからの出力信号でありそしてＤ２は部分３分周回
路５９ｂからの出力信号である。表１に示されるように、Ｄ１のための次の値はＤ１の前
の値とＤ２の前の値とのＮＡＮＤによって与えられ、Ｄ２のための次の値はＤ１の反転と
Ｄ２の前の値とのＮＡＮＤによって与えられることは当業者であれば理解することであろ
う。
【００３２】
　しかしながら、さらに、代替の実施例において、部分３分周回路５９ａおよび５９ｂを
作るためにトランジスタＭ０、Ｍ１、Ｍ１１、およびＭ１２の代替の配置が用いられるこ
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とは当業者であれば理解することであろう。これらの代替の実施例において、付加トラン
ジスタ（示されない）が含まれまたは示されるトランジスタの幾つかが削除されまたは変
えられることでもよい。
　本発明は様々な修正そして代替形式の影響を受けられやすいが、例えば図によって特定
の実施例が示されそして明細書内に詳細に述べられてきた。しかしながら、本発明を開示
した特定の形式に限定するつもりがないと理解されたい。それより、請求範囲によって定
義される本発明の精神そして範囲内に入っている修正、等価そして代替の全てを含むこと
になる。
【図面の簡単な説明】
【００３３】
【図１】本発明の実施例に従う純単相論理クロック分周器を用いる例示的なシステム説明
する。
【図２】本発明の実施例に従う典型的な純単相論理クロック分周器を説明する。
【図３】本発明の実施例に従う典型的な２分周回路を説明する。
【図４】本発明の実施例に従う典型的な部分３分周回路を説明する。

【図１】 【図２】
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【手続補正書】
【提出日】平成20年4月1日(2008.4.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第一クロック分周回路を含み、
　前記第一クロック分周回路は
　前記第一クロック分周回路の第一入力に接続し第一の入力信号を受信するように構成し
た第一トランジスタと、
　前記第一トランジスタに並列に接続し第二の入力信号を受信するように構成した第二ト
ランジスタと、
　前記第一入力に接続し前記第一の入力信号を受信するように構成しそして前記第一トラ
ンジスタおよび第二トランジスタに直列に接続する第三トランジスタと、
　前記第三トランジスタと接地に直列に接続しそして前記第一クロック分周回路の第二入
力に接続する第四トランジスタ、であって前記第四のトランジスタは前記第二の入力信号
を受信するように構成されてなるものと
　前記第一および第二トランジスタに接続しクロック信号を受信するように構成された第
五トランジスタを含み、前記クロック信号は前記第一入力、前記第二入力、または、前記
第一入力または前記第二入力の反転から独立する
　ことを特徴とするクロック分周器。
【請求項２】
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　前記第一クロック分周回路に接続する第二クロック分周回路を含みそして前記第一クロ
ック分周回路と実質上同様に構成することを特徴とする請求項１記載のクロック分周器。
【請求項３】
　前記第二クロック分周回路の出力が前記第一クロック分周回路の前記第一入力に接続さ
れることを特徴とする請求項２記載のクロック分周器。
【請求項４】
　前記第一クロック分周回路の出力がインバータに接続されそして前記インバータが前記
第二クロック分周回路の第一入力に接続されることを特徴とする請求項２記載のクロック
分周器。
【請求項５】
　純単相論理およびスタティックインバータを実質的に含む電気装置であって、
　４ＧＨｚより少なくまたは等しい周波数を有する第一クロック信号の単相を受信し、そ
して
　前記第一クロック信号の位相を修正せずに前記第一クロック信号の前記周波数のおおよ
そ３分の１の周波数を有する第二クロック信号を生成するように構成する
　ことを特徴とする電気装置。
【請求項６】
　前記第一クロック信号の前記周波数のおおよそ６分の１の周波数を有する第三クロック
信号を生成するように構成される
　ことを特徴とする請求項５記載の電気装置。
【請求項７】
　２ＧＨｚより大きい周波数を有する第一クロック信号を受信するように前記電気装置が
構成される
　ことを特徴とする請求項５記載の電気装置。
【請求項８】
　３ＧＨｚより大きい周波数を有する第一クロック信号を受信するように前記電気装置が
構成される
　ことを特徴とする請求項５記載の電気装置。
【請求項９】
　入力信号の位相を修正せずに前記入力信号の周波数をおおよそ３分の１で等分するよう
に構成し、
　純単相論理およびスタティックインバータを実質的に含む
　ことを特徴とするクロック分周回路。
【請求項１０】
　前記純単相論理は直列の第二の２個のトランジスタに接続する並列の第一の２個のトラ
ンジスタを含むことを特徴とする請求項９記載のクロック分周回路。
【請求項１１】
　前記純単相論理は論理状態を示す電荷を格納する金属酸化物半導体電界効果トランジス
タの静電容量入力を用いる論理ゲートを含む特徴とする請求項９記載のクロック分周回路
。
【請求項１２】
　２．５ＧＨｚと４ＧＨｚの間の周波数を有する第一クロック信号の単相を受信し、そし
て
　前記第一クロック信号の位相を修正せずに前記第一クロック信号の前記周波数のおおよ
そ３分の１の周波数を有する第二クロック信号を生成する
　ことを特徴とする方法。
【請求項１３】
　前記第一クロック信号の前記周波数のおおよそ６分の１の周波数を有する前記第三クロ
ック信号を生成する
　ことを特徴とする請求項１２記載の方法。
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【請求項１４】
　前記第一クロック信号の受信は３ＧＨｚより大きい周波数を有する入力信号の受信を含
む
　ことを特徴とする請求項１２記載の方法。
【請求項１５】
　２．５ＧＨｚより大きい周波数を有する第一クロック信号を生成するように構成するシ
ステムクロック、と
　前記第一クロック信号の単相を受信し、前記第一クロック信号の位相を修正せずに前記
第一クロック信号の前記周波数のおおよそ３分の１の周波数を有する第二クロック信号を
生成するように構成するクロック分周期からなる構成要素と、
　を含むことを特徴とするシステム。
【請求項１６】
　前記第一クロック信号の前記周波数のおおよそ２分の１、３分の１、４分の１、または
６分の１の周波数を有する第三クロック信号を生成するように前記構成要素が構成される
ことを特徴とする請求項１５記載のシステム。
【請求項１７】
　３ＧＨｚより大きい第一クロック信号を生成するように前記システムクロックが構成さ
れることを特徴とする請求項１５記載のシステム。
【請求項１８】
　前記構成要素はメモリ装置を含むことを特徴とする請求項１５記載のシステム。
【請求項１９】
　前記構成要素はメモリ制御装置を含むことを特徴とする請求項１５記載のシステム。
【請求項２０】
　前記構成要素は中央演算装置を含むことを特徴とする請求項１５記載のシステム。
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